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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和４年度事業点検・評価調書　

【本計画終了時点のゴール】

【事業目的】

島内の児童・生徒に佐渡金銀山を含む「ジオパーク」の正しい知識を分かりやすく紹介し、地元
への関心を高め、郷土愛の醸成を図る。
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第５章　世界遺産を核とした魅力ある地域づくり
取組項目 児童・生徒への取組

Ⅰ.佐渡金銀山のブランドイメージの確立

事業(施策)名 ８　ジオパーク出前授業

佐渡市社会教育課

関連団体
佐渡市世界遺産推進課、佐渡市学校教育
課

事業実施期間 Ｈ28～R６
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【事業内容】

島内小・中・高校生を対象に、佐渡金銀山を含む市内ジオサイトの巡検や授業を継続的に開催
する。

市内の小中学生及び高校生を対象に佐渡金銀山を含む佐渡ジオパークに関する出前授業を行
い、佐渡金銀山や佐渡ジオパークへの興味関心を高め、郷土愛の醸成を図る。
佐渡金銀山に関連した内容の出前授業年間実施校数 15校。

新型コロナウイルス感染症の影響もあったが、島内の小・中・高校から出
前授業の依頼があり、概ね予定通りに実施できたことからBとする。　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

小・中・高校からの依頼に応じた出前授業を延べ103回実施し、そのうち12回を佐渡金銀山の要
素を含めた内容で実施した。年間実施校数 ９校。
ジオパーク市民講座等において、ジオパークと佐渡金銀山との関わりについて、佐渡市世界遺
産推進課とジオパーク推進室職員が講師となり、連携した事業を実施した。また、新たに制作し
たジオパークオリジナル映像を使って、佐渡金銀山の成り立ちをジオパークの視点で解説した。
佐渡の成り立ちを含めた佐渡金銀山、世界農業遺産、ジオパークとの関連性について解説した
総合解説本の副読本を小学校高学年用に作成した。
ジオパークガイドを含む観光ガイドを対象に、世界遺産推進課職員が講師となり「佐渡島の金
山」学習会を開催し、世界文化遺産としての価値を理解し、正しく伝えるための学習をした。
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【Ｒ４年度計画】

【Ｒ４年度実績】
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【ゴールに対するR４末の達成度】

小・中・高校からの依頼に応じた出前授業を延べ74回実施し、そのうち13回を佐渡金銀山の要素
を含めた内容で実施した。年間実施校数 11校。
また、ジオパーク市民講座において、ジオパークと佐渡金銀山との関わりについて、佐渡市世界
遺産推進課職員とジオパーク推進室職員が講師となり、連携して実施することができた。

市内の小中学校及び高等学校への出前授業を50回実施する予定。そのうち８校は佐渡金銀山
に関連した説明を行う。

市内の小学校８校を対象にジオパーククラブを延べ60回実施する予定。そのうち、5校は佐渡金
銀山に関連した説明を行う。
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【今後の取組】

佐渡の成り立ちを含め、佐渡金銀山、世界農業遺産、ジオパークとの関連性について解説した
本の副読本を活用し、出前授業等で子どもたちにわかりやすく説明する。

【令和３年度実績】

小・中・高校からの依頼に応じた出前授業を延べ103回実施し、そのうち15回を佐渡金銀山の要
素を含めた内容で実施した。年間実施校数 12校。
ジオパーク市民講座等において、ジオパークと佐渡金銀山との関わりについて、佐渡市世界遺
産推進課職員とジオパーク推進室職員が講師となり、連携した事業を実施した。また、新たに制
作したジオパークオリジナル映像を使って、佐渡金銀山の成り立ちをジオパークの視点で解説し
た。佐渡金銀山、世界農業遺産、ジオパークとの関連性について、佐渡の成り立ちを含めた総合
解説本を作成した。
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【令和元年度実績】

各小中学校からの要請に応じて出前授業、現地見学会を延べ83回実施し、そのうち10回は金銀
鉱脈（石英脈）と形成過程について説明を行った。年間実施校数 ７校。

【令和２年度実績】

【課題】

佐渡金銀山とジオパークや世界農業遺産の関連性を分かりやすく伝える必要がある。小学校高
学年用の冊子を作成したので、幼児から小学校中学年向けの作成が必要である。
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